
平成 22 年度 長野市産業振興審議会 第２回 観光振興専門分科会 

 

日 時  平成 22 年８月 26 日（木）  午後２～４時 

場 所  長野市役所 第二庁舎 10 階 17 会議室 

出席者  委員（15 名中 12 名出席、３名欠席） 

      事務局５名 

  

【 質疑応答部分 議事録 】 

 

（１）長野市産業振興ビジョンの中間評価について  

 

[委員] 

毎年イヤーを行っていて、次の年は違うところでイヤーを行っていますが、イヤーが終わった  

あとはそれで終わりなのでしょうか。それとも、何かがあれば助成とかはあるのでしょうか。 

[市] 

 1200 万人観光交流推進プランのメイン事業として、最初にどこの地域でイヤーを行うかは設定を

して進めてきたもので、その年にだけ補助金を交付しておりますが、これは市外・県外に対してＰＲ

する１年と位置づけてございます。それが、ブランド化していくためのきっかけとなり、次の年にも

イヤーでの経験を活かして、地元の方に繋げていただくというものでございます。そのために民の方、

地元の方に準備段階から進めていただいております。 

これから、平成 24 年度からの新たな観光計画を作っていかなければいけないのですが、その中で

今後どうしていくのかは、委員の皆様にご審議いただきまして決めていきたいと思っております。 

[委員] 

   中間評価については、観光以外にも農業や商工などの分科会でこの時期に評価が行われているの

でしょうか。それから、私たちの評価したものにつきましては、観光課で取りまとめを行われるの

でしょうか。また、評価結果についてはいつ頃どのように公表されるのでしょうか。 

 [市] 

   委員の皆様からいただきました評価につきましては、観光課において取りまとめ、１つ１つ評価

調書を完成させまして、観光振興計画の評価ということで、この後もう１回分科会を予定しており

ますが、その中で委員の皆様にご確認をいただきたいと思います。 

また、観光以外の農業・商工など全部で６つの分科会がございますが、同じく評価の作業を進め

させていただいております。これらにつきましては、来年度、第１回産業振興審議会（本会）で   

それぞれの分科会から提出されました評価をご提示しまして、確認をしていただく段取りとなって

おります。それをもとに来年度１年をかけまして、後期振興計画の策定を皆様方にお願いしていく

というスケジュールになっております。 

 [委員] 

  評価結果については、市民の皆様に発表されるのでしょうか。 

[市] 

  来年の５月頃、産業振興審議会（本会）の委員の皆様にご確認をいただきまして、そのあと、   

長野市のホームページで審議会情報ということで公開をしていきたいと考えております。 

[委員] 

事業調書で数量的な表記がないものもありますがこの辺はどのように考えればいいのか。評価 

調書にある達成目標 H23 年度末目標に対する、H21 年度末実績が出ているので、これを実現するため

に各事業がどうであったかという観点で評価を行えばいいでしょうか。 

[市] 

   １枚目の評価コメントにつきましては、基本方針を達成するために必要な施策が書かれておりま



す。数値目標を定めた H23 年度末目標と H21 年度末実績をお示ししておりますので、それに対して

中間評価というところでコメントをいただきたいと思います。 

２枚目につきましては、H24 年度からの後期振興計画に向けて、個々の具体的な評価、振興施策に  

なっている個別の事業がいるかいらないか、それと基本方針が現状と大きく違ってきていないかと

いうところを把握するために評価をお願いするものです。 

[市] 

事務事業調書に数値的なものが入っていないものがありましたが、長野市の観光概要に実績数値

が入っておりますので、そちらも参考にして評価をいただければと思います。 

それから、取組期間の中で短期というものがありますが、「風林火山キャンペーン事業」や「国宝

善光寺本堂再建三百年記念協力事業」はその年のみに行った事業であり、継続して取り組むもので

はないということで、その年の実績を見て評価いただければと思います。 

[委員] 

   評価の結果が審議会で来年度承認された後、例えば 1200 万人が高すぎるとか低すぎるとかいった

場合に、目標数値の変更や施策（予算）に反映されるのは H23 年度秋以降、H24 年度になるかと想定

されますがその辺はいかがでしょうか。 

 [市] 

目標とする指標ですとか、数値についてはそれぞれ１年ごとに PDCA ということで見直しを行って 

おります。その指標ですとか目標数値について変更が必要ということであれば、分科会でご審議を  

いただきまして変更することは行っております。 

[委員] 

  数値を上げ下げするのは出来ますが、予算措置が必要なものは H23 年度には間に合わないかと  

思います。中期や長期のものはいいですが、短期として考えていかなければいけないものは来年度

の施策に反映できないでしょうか。 

[市] 

観光の分科会に限りましては集計したものを、次回 11 月頃（予定）にお示しさせていただきたい

と思います。全体の産業振興ビジョンとしては、すべての分科会の評価を取りまとめ、来年度４月

以降になるかと思います。 

個々の事業につきましては、今日の事務事業よりさらに細分化されたものがたくさんあります。

これらにつきましてはビジョンとは別に進めていくものもありますが、ビジョンの中で横の連携を

とっていかなければいけないということで事業の評価は行いますが、個々の事業について担当課と

して必要なものは予算化していくようにしております。 

 

（２）その他 

 

 [委員] 

９月末に中間評価を行い、全体として評価がまとまった時には新年度に入っておりますが、９月

末といえば民間で言えば上期、今年度３月まではスピードを上げていただいて、期間の途中でも 

情報交換ができるようにした方がいいと思います。 

［市］ 

  本日は、いろいろとご審議をいただきまして本当にありがとうございました。 

 


